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[image: 拠点ロゴ(日本語入).pdf]形質転換植物デザイン研究拠点
研究セミナー (92)


日時 : 2026年10月29日(水) 14:00 – 
場所：⽣物農林学系棟 F506 セミナー室
演者： Rao Uppalapati (Program Leader, Disease Resistance Traits, Biotech | Vylor Laureate)

Advancing Disease Resistance in Corn and Soy: From Transgenic Traits to Disease Super Loci to Precision Editing

Dr. Rao Uppalapatiは、Corteva AgrisciencesからスピンオフしたVylor社のバイオテクノロジー部門にて、病害抵抗性形質プログラムのリーダーを務めています。
 日本の長崎大学で博士号を取得後、岡山大学でにて植物分子病理学の研究に従事した経歴もあります。植物と病原体の相互作用や病害抵抗性に関する豊富な研究実績を背景に、現在はVylor社にて精密なゲノム編集による病害抵抗性形質の探索・開発を牽引しています。
   本セミナーでは、トウモロコシやダイズなどの主要作物における病害抵抗性形質の探索・開発に向けたVylor社の最先端のアプローチをご紹介します。従来の遺伝子組換え技術から明らかになった主要な Disease Super Loci の特定・解析をはじめ、ゲノム編集を用いた持続可能な抵抗性形質の開発への展開についてもご紹介いただきます。

世話人：高山真理子 (takayama.mariko.gt@u.tsukuba.ac.jp)
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